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ごあいさつ 

基本理念 

１. 私たちは、常に笑顔を絶やすことなく最高のサービスを提供します  

２. 私たちは、「ひとの心の痛みに涙する」温かく深い人間性と豊かな感性を磨きます 

３. 私たちは、いのちの尊厳と基本的人権を尊重します 

４. 私たちは、社会的使命をもってよりよい地域社会づくりに努めます 

５. 私たちは、職業人として技術と資質の向上に努めます 

６. 私たちは、よりよい職場づくりのために対話と相互理解に努めます 

７. 私たちは、共に働く仲間たちに感謝し、自らの仕事に誇りを持って働きます 

８. 私たちは、高い志をもち、我が国を代表する病院・施設づくりに努めます 

すべてのひとがいきいきと自分らしく生きていける地域社会づくり 

８つの基本指針 

院長 

田嶋 宣行 

 日頃から関係諸機関の皆様には大変お世話になり、感謝申し上げます。 

 猛暑、豪雨の脅威に加え、一旦、下火になったかに見えたコロナ感染者数

が、再び増加に転じ、第７波の到来を迎えております。オミクロン株の派生

型でより感染力の強い「ＢＡ.５」への置き換わりが進んでいることが急増の

要因の一つと考えられています。幸い全国的に重症者数は少なく、コロナ重

症病床使用率もそれほど高くはないようですが、自宅療養者、宿泊療養者の

数が急増という現実もあり、検査体制や病院受診者対応が追いつかない等の

問題も浮上しています。以前のような蔓延防止策等の措置はとられず、経済

活動との両立ができる合理的な対策が求められています。 

 当院でも感染予防のうえで様々な対策を講じてきましたが、この度、盛岡

赤十字病院の協力のもと「加算２・加算３・外来感染対策向上加算連携医療

施設」に参加させて頂けることになりました。1週間に1回の自院病棟のICT

ラウンドの実施、連携11医療施設が日赤主催の合同カンファランスに年4回

参加（うち1回は新興感染症を想定した対応訓練）、連携施設の感染ラウン

ド、COVID-19・インフルエンザ検査数と陽性者数等の感染症発生報告や抗

菌薬使用状況の報告など必須作業もありますが、合同カンファでは医療施設

間だけでなく盛岡市保健所や医師会との連携による情報交換の場もあり、ま

た、感染管理に関する相談をいつでも受付して頂けるとのことで大変心強く

思っております。 

 感染症に限らず、常日頃、地域連携の重要性を実感する機会がますます増

えて来ております。「すべてのひとがいきいきと自分らしく生きていくため

に！」皆様とさらなる連携を深めて参りたいと思っておりますので、これか

もどうぞよろしくお願い致します。 



 

 トピックス 
今回は、外来作業療法、家族教室「カフェ紬」、フィッシュ哲学プロジェクトです。 

■外来作業療法 

 未来の風せいわ病院外来作業療法「ひまわり」は、小集団でのゆったりとした雰囲気の中で利用者

様に合わせた環境調整・作業の提案や相談等、皆様が安心して参加できる活動の場です。 

活動内容は個人や集団での手工芸・園芸・学習・調理実習・スポーツを中心に、カラオケやボード

ゲーム等皆様方の興味関心や目的に沿った作業・交流を実施しています。最近のブームはワイヤー

アート・レジンアクセサリー・手毬作成やコグトレ、また園芸で収穫した野菜を使用しての調理実習

も盛り上がっているところです。 

 社会への第一歩として、日中の居場所の一つとして、目標に向かってのステップアップとして利用

者様の「いきいきとした自分らしい地域生活」をサポートしております。 

■家族教室「カフェ紬」 

 今年度から本格的に、ゲーム依存治療プログラム「NAT」が家族教室「カフェ紬」を始動させまし

た。 

 現代社会では、リアルでの生きづらさが子どもたちをゲームに逃避させています。ゲームにのめり

込むことは子どもたちのSOSサインとも言えます。それに対して周囲の大人たちは子どもたちの苦痛

を緩和する協力者になることが望まれます。NATに参加した家族からは、他の家庭のお話を聞いてみ

たい、母の愚痴の行き先がなく毎日胸がつまりますなどの声が上がっていました。大人たちにも安心

して弱音を吐ける場が必要なのです。 

 家族教室では、子どもの対処方法などを勉強して頂き家族の負担を和らげると共に子どもたちへの

より良い援助に繋げて行きたいです。 

～家族教室「カフェ紬」の模様～ 

～創作作品～ ～調理実習の模様～ 



 

■フィッシュ哲学プロジェクト 

 当法人では勤務環境改善の一環として6年前から※フィッシュ哲学（下記参照）に取り組んでいま

す。コロナ禍での活動も2年目となりましたが、限られた環境の中各部署において楽しいアイディアで

活動してもらいました。1年の活動を部署ごとに写真やイラストでまとめてもらい、事務局にてFish 

Noteを作成し各部署に配布しました。 

 Fish Noteを基に各部署に投票していただき、令和3年度のフィッシュアワードが決定いたしまし

た。医局会にて授賞式を実施し、智田理事長から賞状と副賞がおくられました。 

 今年度も限られた環境の中とはなりますが、各部署の楽しい活動に期待です。 

※ フィッシュ哲学とはアメリカのさびれた魚市場でスタートした人材マネジメントの手法です。シン

プルで実践しやすいことから、組織の活性化や職員のモチベーションアップの秘策として多くの医

療や福祉の現場で採用されています。 

  

いコイを提供したで賞 

～康楽苑～ 

とれエビあんで賞 

～A6病棟～ 

  

余裕カマスてるで賞 

～A5病棟～ 
～フィッシュアワード授賞式の模様～ 

■次号トピックス予告 

 今号の「家族教室 カフェ紬」で紹介したゲーム依存治療プログラム「NAT」を含め、インター

ネット・ゲーム依存の現状と治療について掲載予定です。  

 近年社会的にも注目が高まっている分野で、受診のご相談も増加しております。症状や対応方法に

ついて、ご理解を深めていただく機会となるよう準備を進めております。ご期待ください。  
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TEL：019-696-2055(代)  
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●長岡線・日詰駅前行き 

盛岡駅（5番）発又は盛岡バスセンターより乗車、 

手代森ニュータウン北口降車（約20分）バス停より徒

歩5分 

●日赤経由・ふれあいランド経由川久保線、乙部線手

代森ニュータウン南口行き又は乙部行き 

盛岡駅（5番）発盛岡バスセンター経由、手代森ニュー

タウン北口降車（約20分）バス停より徒歩5分 

●中央線・都南の園営業所行き 

盛岡駅（5番）発盛岡バスセンター経由、手代森ニュー

タウン入口降車（約30分）バス停より徒歩3分 

 

●盛岡駅から車で20分 

（国道4号・396号経由 水門バス停過ぎ左折後、

500m左側） 

●東北自動車道 盛岡南ICから車で15分 

（県道36号・国道396号経由 同上） 

※無料駐車場完備 

病院へのアクセス 

019-696-2055 にお電話下さい。 

初診・再診の予約制を実施しております。電話対応した事務員に地域医療連携室とご指定くださ

い。はじめての受診・入院相談は地域医療連携室がお受けいたします。受診の際には、下記URLか

ら患者紹介FAX申込書を別途ダウンロードしてお使いください。 

URL：https://mirai-seiwa.com/chiikiiryorenkei/iryokikan 

～新規の受診・入院相談～ 

 

 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

新患担当   田嶋医師  

佐々木(浩)医師   

遠藤医師  再診のみ 
第1・第3 

 佐々木(浩)医師 

第2・第4 

 田嶋医師 

第2・第4・第5  

遠藤医師 

伊藤医師  

佐々木(清)医師 
 菊地医師 

鈴木医師 

再診担当  
菊地医師 

鈴木医師 

田嶋医師 佐々木(浩)医師 

智田医師  佐々木(清)医師 智田医師 遠藤医師 

佐藤医師 伊藤医師 

外来担当医 

診療時間 
月曜日～金曜日 8：30～17：00 

土曜日 8：30～12：00 

休診日 日曜・祝日・お盆(8/14～16)・年末年始(12/29～1/3) 

バス 

車 

相談時間 平日：9:00～16:00 

FAX:019-696-4185 


